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補綴物装着時にアバットメントスクリューの破折を避け、安全にご使用いただくために、本手順を遵守
ください。
FINESIA 『BLインプラント（補綴）マニュアル』 『Technical Report No.1』 を合わせて参照してください。

Step 1　アバットメントの挿入
アバットメントだけをインプラント体に装着し、テーパー部が正しく
適合していることを確認した後に、スクリューを口腔内のアバットメ
ントに運搬します。

テーパー嵌合部、六角部を加工したアバットメントを
装着しないでください。
※ テーパー嵌合部、六角部の加工は厳禁です。

嵌合部に異物が存在するアバットメントを装着しないで
ください。
※ インプラント体とアバットメントの嵌合部を十分に洗浄してください。

Step 2　アバットメントスクリューの仮締め

ヘキサロ
ビューラー
ドライバー
SH

ヘキサロビューラードライバーSHを使用し、アバットメントスクリューを
徒手的に仮締めします。スムーズに締結できない場合は、アバットメントを
取り外してインプラント体内部を洗浄してください。

スクリューホールやスクリューのねじ部に異物が存在する
アバットメントを装着しないでください。
※アバットメントとスクリューを十分に洗浄してください。

BL（ボーンレベル）アバットメントスクリュー NP（Narrow Platform）の
適切な締結手順と注意点

（不適切な締結は、スクリューの破折の原因となります）



Step 3　デンタルX線撮影
アバットメントがインプラント体に傾きなく装着されていることを
デンタルX線撮影によって確認します。

スクリューの噛み込みやスクリューへの側方負荷が発生するので、アバットメント
を傾けて装着しないでください。
※詳しくは『Technical Report No.1』をご覧ください。

Step 4　最終締結
インプランターや電動トルクドライバー、ハンドトルクドライバーを
使用し、最終締結を慎重に行います。

20N・cm超のトルク でNPアバットメントスクリューを締結しないでください。
※必ずトルク管理が可能な器具をご使用ください。

。すで要重がとこるす結締うよるなに直垂に確正てし対に軸転回、はPNーュリクストンメトッバア ※
トルクレンチは、動きが制限される狭い口腔内では使用が困難で、スクリューに不慮の力が加わるために
破折のリスクが高まります。
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